
- 1 -

平成１６年度第１回大学院社会理工学研究科教授会議事の概要

日 時：平成１６年４月１４日（水）

場 所：西９号館コラボレーションルーム

出席者：圓川研究科長 他４２名

配布資料

（１）社会理工学研究科の規則等の制定について （資料１）

（２）授業関係について （資料２）

（３）学生の異動について （資料３）

（４）兼担教員について （資料４）

（５）研究指導の委託について （資料５）

（６）博士課程修了予定者の論文受理及び論文審査員指名について （資料６）

（７）博士課程の修了の認定及び学位授与について （資料７）

（ ） （ ）８ 論文博士の審査員指名について 資料８

（９）平成１６年度大学院社会理工学研究科（修士課程及び博士後期課程）入学者数につ

いて （資料９）

（ ） （ ）10 10研究生の５月入学について 資料

（ ） （ ）11 11研究生の退学について 資料

（ ） （ ）12 12特別聴講生の入学について 資料

（ ）東京工業大学大学院社会理工学研究科の教育研究に対する連携・協力に関する協定13

（ ） （ ）書 案 について 資料 13

（ ） （ ）14 14東京工業大学特別研究員称号付与について 資料

（ ） （ ）15 15準客員研究員の期間延長について 資料

（ ） （ ）16 16平成１６年度 専攻長会議・教授会開催日程について 資料

１．定足数の確認

研究科長から、定足数の確認があった。

現員６１名 公務出張者８名 現在員５３名 定足数３６名 出席者４３名

２．議事録（案）の確認

平成１６年度第１１回大学院社会理工学研究科教授会議議事要録（案） 承認

３．発令紹介（１６．４．１日付）

研究科長から、次のとおり発令紹介があった。

・社会工学専攻 公共デザインシステム講座 公共制度分野 教授

・経営工学専攻 開発・生産流通工学講座 助教授

また併せて、次のとおり大岡山第二事務区事務職員及び研究科の新規採用の技術職員

の紹介があった。
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１．審議事項

（１）社会理工学研究科の規則等の制定について

研究科長から 「資料１」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

なお、これらの規則以外に必要な規則等を検討し、また今回承認された規則の字句

の訂正等の見直しも含めて、早ければ５月の教授会に付議したい旨発言があった。

（２）授業関係について

研究科長から 「資料２」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（３）学生の異動について

研究科長から 「資料３」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（４）兼担教員について

研究科長から 「資料４」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（５）研究指導の委託について

研究科長から 「資料５」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（６）博士課程修了予定者の論文受理及び論文審査員指名について

研究科長から 「資料６」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（７）博士課程の修了の認定及び学位授与について

研究科長から 「資料７」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（８）論文博士の審査員指名について

研究科長から 「資料８」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。

（９）平成１６年度大学院社会理工学研究科（修士課程及び博士後期課程）入学者数につ

いて

研究科長から 「資料９」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、

を承認した。
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（ ）研究生の５月入学について10

研究科長から 「資料 」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、 10

を承認した。

（ ）研究生の退学について11

研究科長から 「資料 」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、 11

を承認した。

（ ）特別聴講生の入学について12

研究科長から 「資料 」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、 12

を承認した。

（ ）東京工業大学大学院社会理工学研究科の教育研究に対する連携・協力に関する協定13

書（案）について

研究科長から 「資料 」に基づき、説明があり、審議の結果、原案のとおりこれ、 13

を承認した。

２．報告事項

（１）臨時部局長会議関係（３月２９日（月）開催）

研究科長から、臨時部局長会議の概要について、特に必要と思われる事項について報

告があった。

ア 平成１６年度国立大学法人東京工業大学予算案について

イ 平成１５年度の予算執行計画（案）について

ウ 平成１５年度競争的研究資金（補助金）の間接的経費の執行計画（案）について

エ 平成１５年度光熱水料の執行計画（案）について

オ 奨学寄付金の受取利息について

カ 国立大学法人総合損害保険の概要について

（２）評議会関係（３月２９日（月）開催）

評議員から、臨時評議会議の概要について、特に必要と思われる事項について報告

があった。

ア 中期目標・中期計画（案）について

イ 国立大学法人東京工業大学の組織運営に関する諸規則（案）等について

ウ 東京工業大学学則（案）の一部修正等について

エ 国立大学法人東京工業大学の人事・労務に関する諸規則（案）等について

ａ 過半数代表者からの意見聴取に基づく国立大学法人東京工業大学職員就業規

則（案）等の意見聴取に基づく修正案について

労使協定（案）についてb

その他の人事・労務に関する規則（案）等についてc

オ 国立大学法人東京工業大学役員報酬規則（案）について
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カ 国立大学法人東京工業大学の会計に関する諸規則（案）等について

キ 国立大学法人東京工業大学の産学連携に関する諸規則（案）等について

ク 他研究機関等の職員の兼職による欠員補充について

ケ 国立大学法人東京工業大学教員の任期に関する規則（案）の一部修正について

コ ２１世紀の個性輝く東京工業大学検討委員会法人化準備部会報告書について

サ 大学評価・学位授与機構による評価について

シ 国立大学法人東京工業大学監事予定者及び経営協議会委員候補者について

ス スクールカラー及びアカディミックガウンについて

セ 平成１６年度役員会等会議開催日程（案）について

ソ 事務系幹部職員の異動について）

タ 任期制について

（３）経営協議会について（４月１日（木）開催）

研究科長から、経営協議会の概要について、報告があった。

（４）部局長等会議について（４月２日（金）開催）

研究科長から、部局長等議会の概要について、報告があった。

（５）第２回教育研究評議会（４月２日（金 ）開催）

評議員から、教育研究評議会の概要について、特に必要と思われる事項について報

告があった。

イ 国立大学法人東京工業大学の制度設計について

ウ 中期目標についての意見及び中期計画（案）について

エ 国立大学法人東京工業大学教員選考規則等について

オ 東京工業大学客員講座、客員部門に及び客員教員に関する規則（案）等につい

て

カ 国立機関等からの定員内の教授としての受け入れについて

キ 大学運営における学長裁量分の確保について（案）

ク 第１回国立大学法人東京工業大学役員会の開催結果について

ケ 第１回国立大学法人東京工業大学教育研究評議会の開催結果について

コ 第１回国立大学法人東京工業大学経営協議会の開催結果について

サ 第２回国立大学法人東京工業大学役員会の開催結果について

シ 新生国立大学法人東京工業大学パンフレットについて

（６）専攻長会議関係

（ ）ア 東京工業大学特別研究員称号付与について 資料 14

、 、「 」 。研究科長から 専攻長会議において 資料 のとおり承認された旨報告があった14

（ ）イ 準客員研究員の期間延長について 資料 15

、 、「 」 。研究科長から 専攻長会議において 資料 のとおり承認された旨報告があった15
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（７）各種委員会関係

ア 研究科長から、評価室の企画員に、人間行動システムの前川先生を、企画室の企

画員に経営工学の伊藤先生を推薦した旨報告があった。

、 、イ 疫学研究倫理審査委員会委員長から 平成１５年度の委員会の開催状況について

６回開催し、計 件の申請について審査し、基本的には全部について承認した。ま14

た、申請は、経営工学以外の全ての専攻から申請があった旨の報告があった。

３．教官選考委員会結果報告について

経営工学専攻 エンジニアリング知的財産講座 特任教授

選考委員長から、本講座の特任教授を選考した経過について説明があり、可否投票

の結果、これを承認した。

４．その他

ア 平成１６年度専攻長会議・教授会開催日程について

研究科長から 「資料 」に基づき、本年度の会議の日程について説明があった。、 16

イ 研究科長から、３月に提出した、本研究科の中期目標・中期計画について、期間

中の実施計画及び年度計画を作成し、４月中に提出することになっているので、来

（ （ ）） 、 。 、週 ４月２１日 水 の専攻長会議で検討し 提出したい旨報告があった また

この計画は文部科学省には提出しないことになっているとの発言があった。

ウ 研究科長から、西９号館へ引越した後に残るスペースについて、基本的には、社

会理工学研究科は、西９号間以外にはスペースはあってはならないこととなってい

る。この残るスペースについて、リストアップし、各専攻へ、必要があるならば、

その理由を文書で回答していただきたい旨お願いしてあるとの報告があった。

エ 研究科長から、部局長等会議で、本学の受験生が減っているとの報告があったと

の発言があった。

オ 超過勤務手当てについて、本研究科としても、各専攻への配分を決定する必要が

ある。教員については、裁量労働制であるので超過勤務はないとの発言があった。

カ 国際交流会館の使用料が上がった件について、特にアジア等の発展途上国からの

人については、その減免措置等を検討してほしい旨の発言があった。

これに関連して、研究科長から、今度の部局長等会議で、この件に関して発言す

る。この件に以外にも、部局長会議は発言しやすい場であるので、何かあれば言っ

てきてほしいとの発言があった。

キ 西９号館３階で月曜日の３・４時限の授業をしていたら、大きな音で音楽が流れ

てきて、授業に支障をきたしたので、このようなことがないようにしてほしいとの

要望があった。

これに関して、９３３講義室には音響関係の設備があり、全学科目の授業ではな

いかとういことで、調査して対応することとした。

、 、ク 研究科長から 西９号館の完成記念式典は展示するピアノの修理が終わった後の
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秋頃に行いたいとの発言があった。

以 上


